
７月２５日から３日間、高校生や退職した先生などが子どもたちの勉強をお

手伝いする「角館キッズ学びぃ教室」が角館交流センターで行われました。

期間中は小学生１５７人が参加し、次々と課題にチャレンジしていました。

夏休みの宿題もス～イ、スイ！

毎月 2 回　1 日・16 日発行

http://www.city.semboku.akita.jp/



交通死亡事故ゼロのまちをめざして

３６５日達成で仙北市へ顕彰状
　

７
月
15
日
、
仙
北
市
が
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
３
６
５
日
を
達
成
し
た
と

し
て
、
秋
田
県
警
察
本
部
長
か
ら
顕

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
で
は
昨
年
７
月
２
日
以

来
、死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
ら
ず
、

平
成
25
年
８
月
に
続
き
今
回
で
４
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
行
わ

れ
た
伝
達
式
で
は
、
伊
藤
卓
哉
仙
北

警
察
署
長
か
ら
門
脇
市
長
へ
顕
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

門
脇
市
長
は
、「
観
光
客
が
多
い

中
、
こ
れ
か
ら
も
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を

継
続
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

高齢社会を明るく元気に暮らそう

メディカル・サイエンスカフェ・ネクスト in 仙北市
　

７
月
14
日
、
秋
田
大
学
の
教
授
に
よ

る
公
開
講
演
会
や
自
由
に
意
見
交
換
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
の
澤
田
賢
一
学
長
の
進
行

の
も
と
、
高
齢
化
社
会
を
元
気
に
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
３
人
の
教
授
が

「
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
最
後
ま
で

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
」、「
注
意
と

は
何
か
」、「
事
故
を
避
け
る
た
め
に
で

き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
市
民
や
角
館
高
校
の
生
徒

な
ど
約
１
５
０
人
は
、
貴
重
な
話
に
興

味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

寄り添って思いを聞くことが大切

秋田県自殺予防キャラバンが来庁
　

県
の
自
殺
予
防
市
町
村
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
７
月
14
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁

舎
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
今
年
初
め
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
自
殺
予
防
の

取
り
組
み
強
化
を
目
的
に
、
県
担
当

者
が
８
月
ま
で
全
市
町
村
を
回
り
、

意
見
の
集
約
を
し
て
今
後
の
対
策
に

生
か
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
佐
竹
敬
久
県
知
事
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
を
受
け
た

後
、
県
・
市
の
担
当
者
に
加
え
、
市

内
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ

の
会
」
の
会
員
も
参
加
し
、
予
防
に

対
す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

日本民藝夏期学校で理解深まる

民藝を通じ仙北市の魅力を堪能
　

７
月
17
日
か
ら
19
日
の
３
日
間
、

角
館
樺
細
工
伝
承
館
を
会
場
に
、
日

本
民
藝
夏
期
学
校
（
日
本
民
藝
協
会

等
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
期
学
校
は
、「
民
藝
」
の
本

旨
を
伝
え
る
た
め
の
勉
強
会
を
合
宿

形
式
で
全
国
各
地
で
行
な
っ
て
い
る

も
の
で
、
角
館
会
場
の
今
回
は
、
県

内
外
か
ら
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
民
藝
運
動
の
創
始
者

で
あ
る
柳
宗
悦
氏
と
角
館
の
関
係
に

つ
い
て
の
講
座
や
、
樺
細
工
や
イ
タ

ヤ
細
工
、
白
岩
焼
の
体
験
学
習
や
作

品
の
鑑
賞
な
ど
で
、
民
藝
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

千
葉
薫
さ
ん
が
秋
田
県
生
涯
学
習

　
　
　
　
奨
励
員
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞

伊藤仙北警察署長（右）から顕彰状を受け取る門脇市長（左）。
観光地の仙北市にとっては大きな価値。今後も継続します。

佐竹敬久県知事から「一層きめ細かな自殺予防対策を心がけま
しょう」とのメッセージが仙北市へ伝達されました。

目標に向かって努力することを学ぶ

将来を思い描く夢の教室
　

現
役
や
引
退
し
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手

ら
が
派
遣
さ
れ
る
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
主
催
の
「
夢
の
教
室
」
が
７
月
７

日
か
ら
10
日
に
か
け
て
市
内
７
小
学

校
の
５
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
７

日
は
、
白
岩
小
と
桧
木
内
小
の
児
童

25
人
が
、
元
体
操
選
手
の
池
谷
直
樹

さ
ん
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

池
谷
さ
ん
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
体

操
個
人
床
の
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
、
池
谷

幸
雄
さ
ん
の
弟
で
、
１
９
９
７
年
全

日
本
選
手
権
で
種
目
別
鉄
棒
で
優
勝

し
た
実
績
を
持
ち
ま
す
。

　

授
業
の
前
半
は
、
体
育
館
で
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
で
体
を
動
か

し
、
後
半
は
教
室
に
移
動
し
、
自
身

の
経
験
を
踏
ま
え
「
目
標
を
決
め
て

努
力
す
る
大
切
さ
」
を
話
し
ま
し
た
。

参加者はカフェスタイルのゆっくりとした雰囲気の中で、高齢社
会を明るく過ごすヒントを学びました。

　

仙
北
市
生
涯
学
習
奨
励
員
の
千
葉
薫
さ
ん
（
生
保

内
字
中
村
）
が
、
平
成
27
年
度
秋
田
県
生
涯
学
習
奨

励
員
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

千
葉
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
生
涯
学
習
奨
励
員

と
し
て
、
地
域
の
学
習
活
動
の
啓
発
、
公
民
館
事
業

や
地
域
行
事
等
へ
積
極
的
に
協
力
す
る
な
ど
、
生
涯

学
習
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
伝
統
の
技
や
郷
土
芸
能
、
古
い
町
並

み
散
策
な
ど
を
通
じ
て
、
仙
北
市
の
魅
力
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
48
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
夏
期
学
校
は
、
延
べ
１
０
０
回
以
上
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

池谷先生の授業を真剣に聞き、自分の夢
を考えました（上）。元体操選手の本領
発揮！逆立ちのパフォーマンスに児童ら
は大喜び（右）。

　

７
月
７
日
、
国
立
台
湾
師
範
大
学
附

属
高
級
中
学
（
台
北
市
）
の
先
生
が
市

役
所
田
沢
湖
庁
舎
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
高
級
中
学（
日
本
で
い
う
高
校
）

は
、
10
月
に
角
館
高
校
と
姉
妹
校
締

結
を
控
え
て
お
り
、
今
回
は
視
察
と

事
前
打
合
せ
で
訪
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
修
学
旅
行
で
仙
北
市
を

訪
れ
た
縁
も
あ
り
、
こ
の
日
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

田
沢
湖
と
澄
清
湖
、
玉
川
温
泉
と

北
投
温
泉
な
ど
、
台
湾
と
は
深
い
つ

な
が
り
が
あ
る
仙
北
市
。
い
よ
い
よ

姉
妹
校
の
締
結
へ
と
、
順
調
に
交
流

の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

国立台湾師範大学附属高級中学が訪問

１０月に角館高校と姉妹校締結へ

国
立
台
湾
師
範
大
学
附
属
高
級
中
学
の
洪
仁
進

校
長
（
右
か
ら
２
番
目
）
と
学
務
主
任
の
李
啓

龍
先
生
（
右
）。
門
脇
市
長
、倉
橋
副
市
長
と
が
っ

ち
り
握
手
し
交
流
の
絆
が
深
ま
り
ま
し
た
。

秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
仙
北

美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会

小型ポンプ操法の第 10 分団（上）と規律訓練
の第８分団（下）。好成績を収めました。

　

７
月
18
日
、
大
仙
市
雄
物
川
河
川
敷
で
、

秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
消

防
訓
練
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
２
市
１
町
の
各
大
会
で
勝
ち

上
が
っ
た
上
位
分
団
が
出
場
し
、
ポ
ン
プ

操
法
と
規
律
訓
練
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

仙
北
市
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
第
８
分
団
、第
９
分
団
、第
10
分
団
が
、

規
律
訓
練
の
部
に
は
、
第
７
分
団
、
第
８

分
団
、
第
９
分
団
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま

し
た
。

　

仙
北
市
の
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
。

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】
▽
３
位
・
第
10
分

団
▽
６
位
・
第
８
分
団
▽
14
位
・
第
９
分
団

【
規
律
訓
練
の
部
】
▽
３
位
・
第
８
分
団
▽
４

位
・
第
９
分
団
▽
８
位
・
第
７
分
団

地域の話題仙北市のできごとをおとどけ
　　　　　ちいきのわだい
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秋
田
県
総
合
防
災
訓
練

も
し
突
然
　
大
規
模
な
地
震
や
噴
火
が
起
こ
っ
た
ら
　
あ
な
た
は
適
切
な
対
応
が
と
れ
ま
す
か
？

実
施
日
時
：

８
月
９
日
（
日
）　
８
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で

　
大
規
模
な
地
震
と
活
火
山
の
活
動
に
よ

る
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
上
昇
を
想
定
し
、
市

を
は
じ
め
と
す
る
防
災
関
係
機
関
と
住
民

自
ら
が
命
を
守
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

を
共
に
考
え
行
動
し
、
実
動
訓
練
を
通
じ

て
体
験
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
仙
北
市
で

平
成
27
年
度
秋
田
県
総
合
防
災
訓
練
を
開

催
し
ま
す
。

【
訓
練
の
重
点
】

①

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
に
よ
る
大

規
模
避
難
訓
練
等

②

大
規
模
災
害
時
に
関
係
機
関
が
的
確
に

対
応
す
る
実
際
的
訓
練

③

県
民
・
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

訓練項目 訓練時間 主な訓練内容 訓練会場

訓練開始宣言
8:20

～

8:30

▼市長による訓練開始宣言（黙祷） ▼訓練想定（当初の

被災状況）の放送（エリアメール・防災無線・安全安心

メール） ▼サイレン吹鳴（シェイクアウト訓練）

▼市役所田沢湖庁舎

災害対策本部設置訓練
8:30

～

12:00

▼本部員の登庁と本部設置  ▼被害状況の把握  ▼本部活

動（災害応急対策） ▼被害の映像送受信

▼市役所田沢湖庁舎

▼関係部課

▼担当地域9:30～第 1 回災害対策本部会議開催

秋田駒ヶ岳噴火警戒

レベル上昇時の大規模

避難訓練

10:00

～
12:00

▼入山規制（登山口の閉鎖と広報活動） ▼ハザードマッ

プ内の住民避難（個別避難、統制避難、避難後の逃げ遅

れ者検索） ▼交通統制、誘導案内

▼田沢湖地区

（駒ヶ岳～田沢湖高

原～生保内）

各地区での自主避難訓練

（市内各地区、各小中学校）

8:30

～

12:00
▼各地区の自主防災組織を核とした自主避難（避難手段

や経路の確認、一時避難所の開設、要援護者の避難誘導）
▼各小中学校主体の避難（安否確認、引き渡し等）

▼市内各地区

▼市内 12 小中学校

各地区での自主防災訓練

　 ▼武家屋敷周辺

　 ▼西明寺小学校周辺

8:30

～

10:30

▼町内の避難（避難場所へ協力して避難・誘導、町内の

要援護者の救出救助） ▼町内で初期消火  ▼町内で仮設

救護所の開設・負傷者の搬送

▼武家屋敷周辺

▼旧角館高校グラウンド

▼西明寺小学校周辺
9:00～旧角館高校グラウンドへの自主防災組織主体の避難訓練

各地区での

避難所開設訓練

8:30

～

12:00

▼施設の安全確認と避難所開設  ▼避難所の運営（避難

所運営組織の設置、避難者の受入れ準備・受入れ） ▼炊

き出し（自衛隊等による炊き出し） ▼物資の補給（支援

物資の調整、搬入） ▼通信の確保（公衆電話の設置） ▼

金融、郵便業務の窓口開設

▼角館高校

（避難所メイン会場）

▼田沢湖総合開発センター

▼西明寺小学校

10:00～角館高校避難者受入

災害救助活動訓練

　 ▼火災消火訓練

　 ▼倒壊建物訓練

　 ▼倒木救助訓練

　 ▼登山者救助訓練

9:00

～

12:00

▼災害救助（倒壊建物からの救助、倒木からの救助、下

山途中の登山者救助） ▼火災消火  ▼緊急車両燃料補給

▼旧角館高校グラウンド

（倒壊建物、火災消火）

▼田沢湖石神地区

（倒木救助）
▼田沢湖高原地区

（登山者救助）

 9:00～倒壊建物からの救出（旧角館高校グラウンド）

 9:00～倒木からの救助（田沢湖石神地区）

10:30～登山者救助（田沢湖高原地区）

医療救護訓練
8:30

～

12:00

▼災害拠点病院等での医療救護活動（広域ＤＭＡＴの投

入、緊急患者の受入、トリアージ、緊急医療の運用） ▼

各地域への医療救護所の開設（医療班の運用） ▼緊急患

者の空輸（ヘリによる緊急輸送）

▼市立角館総合病院

▼市立田沢湖病院

▼各地区避難所

9:45 多数の傷病者来院予定 10:30 ドクターヘリ到着予定

災害ボランティアセンター

開設訓練【地震発生よ

り 24 時間後想定】

9:00

～

12:00

▼災害ボランティアセンター開設・運営（受入準備、資

機材の搬入・設置、ボランティア受入対応）

▼角館公民館（小野崎家）

9:00 センター設置予定

遺体安置所開設訓練

【地震発生より 24 時

間後想定】

9:00

～

12:30

▼遺体安置所の設置（業務調整、施設設置、葬儀業者と

の連携） ▼遺体安置所の運営（検視、検案、安置、口腔

内検査による照合、遺体の搬送・供養、遺族対応） ▼西長野交流センター

9:00 第 1 遺体収容、検案・検視開始予定

観光客帰宅支援訓練
8:30

～

11:00

▼観光客の避難誘導（避難所への誘導） ▼観光客に対す

る帰宅情報の提供  ▼外国人観光客への対応

▼武家屋敷周辺

▼角館高校

防災フェア
10:00

～

15:00

▼災害時に活躍する装備品等の展示（国土交通省・自衛

隊・消防・警察車両・地震体験車、情報通信システム、

電気・ガス・水設備、防災グッズ、非常食等）

▼ワンダーモール（角館）

▼角館駅東公園駐車場

訓練終了宣言
11:50

～

12:00

▼知事による訓練講評（防災無線） ▼訓練終了の放送（防

災無線・安心安全メール）

▼市役所田沢湖庁舎

（市内全域へ放送）

訓
練
概
要

仙
北
市
全
域
で
行
わ
れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
訓
練
へ
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
訓
練
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

仙北市総合防災課  ☎ 43-1115問合せ

【
訓
練
場
所
】

　
仙
北
市
全
域
で
行
わ
れ
ま
す
。
詳
細
は

左
記
の
訓
練
概
要
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①

実
動
訓
練

　
田
沢
湖
地
域
（
秋
田
駒
ヶ
岳
～
生
保
内

地
区
）

　
角
館
武
家
屋
敷
周
辺
（
角
館
高
校
含
む
）

　
西
明
寺
小
学
校
周
辺
と
市
内
各
地
区

②

防
災
フ
ェ
ア

　
角
館
ワ
ン
ダ
ー
モ
ー
ル
駐
車
場
と
角
館

駅
東
公
園
駐
車
場

【
訓
練
組
織
】

　
主
催
　
　
秋
田
県
・
仙
北
市

　
統
監
部
　
統
監
：
秋
田
県
知
事

　
　
　
　
　
副
統
監
：
仙
北
市
長

　
８
月
９
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
、
横

手
盆
地
・
真
昼
山
地
を
震
源
と
し
た
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
１
の
地
震
が
発
生
し
、

仙
北
市
で
は
震
度
７
を
観
測
、
家
屋
の
倒

壊
、
道
路
の
損
壊
等
と
と
も
に
火
災
が
発

生
し
、
住
民
主
体
の
初
期
消
火
や
、
要
援

護
者
の
避
難
支
援
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
秋
田
県
と
仙
北
市
は
直
ち
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
次
々
に
地
震
に
よ
る
被

害
の
報
告
が
入
る
中
、
警
察
・
消
防
・
消

防
団
・
自
衛
隊
は
災
害
救
助
活
動
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
県
内
か
ら
収
集
さ
れ
た

災
害
時
派
遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）

が
医
療
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
地
区
で
は
自
主
防
災
組
織
に

訓練想定

よ
る
避
難
所
運
営
や
、
地
域
住
民
と
自
衛

隊
・
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
が

行
わ
れ
て
い
る
。
多
数
の
遺
体
が
発
見
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
直
ち
に
遺
体
安
置
所

を
開
設
し
、
検
視
や
身
元
確
認
、
遺
族
対

応
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
秋
田
駒
ヶ
岳
で
は
こ
の
大
地
震

の
影
響
を
受
け
て
火
山
活
動
が
活
発
化
、

仙
北
市
は
入
山
規
制
を
広
報
す
る
周
知
活

動
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
な
る
火
山

活
動
の
活
発
化
を
受
け
て
、
気
象
庁
は

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
５
へ
の
引
き
上
げ
を
発

表
、
仙
北
市
で
は
直
ち
に
避
難
指
示
を
発

令
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
大
規
模
な
住

民
避
難
を
開
始
し
た
。
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●
業
務
内
容
／
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

の
事
務
補
助

●
募
集
人
数
／
１
人

●
募
集
要
件
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き

る
方
（
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
等
）

●
雇
用
期
間
／
８
月
17
日
～
12
月
17
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
業
務
内
容
／
施
設
利
用
者
の
身
の
回

り
の
世
話（
食
事
、入
浴
、着
替
え
、排

泄
）な
ど
の
介
助
全
般
、
夜
勤
あ
り

●
募
集
人
数
／
２
人

●
募
集
要
件
／
▼
経
験
者
尚
可  

▼
介
護

職
員
初
任
者
研
修
修
了
以
上
あ
れ
ば

尚
可  

▼
普
通
自
動
車
免
許（
通
勤
用
）

●
雇
用
期
間
／
６
か
月
（
契
約
更
新
の

可
能
性
あ
り
）

　

仙
北
市
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ

秋
田
お
ば
こ
田
沢
湖
支
店
が
併
設
さ
れ

た
建
物
の
外
壁
補
修
工
事
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

工
事
期
間
は
、
９
月
末
ま
で
を
予
定

し
、
期
間
中
、
仮
設
玄
関
か
ら
お
入
り

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

仙
北
市
で
は
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
を
図
る
た
め
、
安
全
か
つ
効
果
的
な

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
お
手
伝
い
す
る
指
導

者
を
地
域
に
派
遣
し
ま
す
。

　

運
動
不
足
を
痛
感
し
て
い
る
方
、
地

域
団
体
、
企
業
、
ス
ポ
少
、
サ
ー
ク
ル

活
動
等
で
の
運
動
の
き
っ
か
け
作
り
、

健
康
管
理
、
体
力
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
ぜ
ひ

仙
北
市
社
会
福
祉
課
で
臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

仙
北
市
介
護
老
人
保
健
施
設 

に
し
き
園

臨
時
介
護
職
員
を
募
集
し
ま
す

仙
北
市
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
田
沢
湖
支
店

建
物
の
外
壁
補
修
工
事
の
お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
お
手
伝
い
す
る
指
導
者
を

地
域
に
派
遣
し
ま
す

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
の
紹
介
状
を
社
会
福
祉
課
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

●
選
考
方
法
／
面
接

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課（
西
木
庁
舎
）

　

☎
（
43
）
２
２
８
８

●
募
集
期
間
／
募
集
人
員
に
達
す
る
ま
で

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
の
紹
介
状
を
に
し
き
園
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

●
選
考
方
法
／
面
接

●
問
合
せ
／
仙
北
市
介
護
老
人
保
健
施

設  

に
し
き
園
（
西
木
町
門
屋
）

　

☎
（
47
）
３
２
１
１

　

大
変
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
農
山
村
活
性
課  

農
務
係

　
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）
２
２
０
６

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
内
容
や

申
込
方
法
に
つ
い
て
は
、
仙
北
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
民
情
報
」
内
、
生
涯

学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
派
遣
事
業
を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
（
角
館

庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
９
０

　

今
年
度
、
当
市
で
は
田
沢
湖
・
西
木

地
区
の
橋
り
ょ
う
点
検
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

近
隣
住
民
や
関
係
さ
れ
る
皆
さ
ま
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
行
止
め
を
要
す
る
橋
り
ょ

う
に
は
、
10
日
前
に
予
告
看
板
を
設
置

し
ま
す
。

橋
り
ょ
う
点
検
に
伴
う

交
通
規
制（
通
行
止
め
・
片
側
通
行
）の
お
知
ら
せ

●
点
検
概
要
／
近
接
目
視
点
検（
橋
り
ょ

う
点
検
車
使
用
）。
必
要
に
応
じ
て
触

診
、
打
音
検
査
等
行
い
ま
す
。

●
交
通
規
制
期
間
／
８
月
３
日
～
９
月
末

　

時
間
：
８
時
30
分
～
16
時
30
分

※
規
制
時
間
は
橋
り
ょ
う
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
建
設
課　
（
西
木
庁
舎
）

　
☎
（
43
）
２
２
９
４

●
日
時
／

     
８
月
７
日 

金   

10
時
～

  （
９
時
50
分
ま
で
参
集
）

●
場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

●
送
迎
バ
ス
／
田
沢
湖
地
区
・
西
木
地

区
か
ら
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。
利

用
さ
れ
る
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

田
沢
湖
支
所（
☎
（
43
）
１
３
６
８
）・

西
木
支
所（
☎
（
48
）
２
９
４
０
）に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度　

仙
北
市
戦
没
者
追
悼
式

●
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課（
西
木
庁
舎
）

☎
（
43
）
２
２
８
８

●
事
業
の
目
的
／
家
庭
の
事
情
に
よ
り

養
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
対
し

て
、
一
時
的
に
施
設
で
養
護
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

日
常
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

●
利
用
対
象
者
／
仙
北
市
に
居
住
す
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
養
護
を
必
要
と

し
、
自
力
で
共
同
生
活
が
で
き
る
方

●
利
用
定
員
／
１
人
部
屋
…
６
室

　

２
人
部
屋
…
１
室　
　

計
８
人

●
利
用
期
間
／
11
月
か
ら
翌
年
４
月
末

ま
で
の
６
か
月
間

●
使
用
料
／
１
人
１
日
２
２
６
０
円（
食

費
含
む
）

仙
北
市
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

８
月
１
日
か
ら
利
用
申
請
を
受
付
開
始
し
ま
す

●
利
用
施
設
／
社
会
福
祉
法
人
県
南
ふ

く
し
会　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

清
流
苑
内
（
西
木
町
桧
木
内
字
松
葉

２
３
２
番
地
）

●
利
用
の
申
請
／
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
申
請
書
と
診
断
書
を
９
月
11
日 

金 

ま
で
長
寿
支
援
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
と
診
断
書
は
長
寿
支
援

課
と
各
地
域
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他
／
日
常
生
活
に
支
援
が
必
要

な
方
は
事
前
に
長
寿
支
援
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
長
寿
支
援
課  

長
寿
い
き
が

い
係（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
１

●
募
集
期
間
／
８
月
31
日 

月 

ま
で

●
応
募
資
格
／
仙
北
市
内
に
住
所
を
有

す
る
会
社
や
個
人

●
制
作
要
件
／
１
８
０
秒
以
内
で
、

Youtube

で
再
生
可
能
な
動
画
形
式

（
Ｍ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
４
、
Ｗ
Ｍ
Ｖ
な
ど
）

●
選
考
方
法
／
仙
北
市
移
住
促
進
ビ
デ

オ
映
像
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会（
仮
称
）

が
、
優
秀
作
品
（
３
点
程
度
）を
決
定

●
応
募
作
品
の
主
な
取
扱
い
／
全
国
移

最
優
秀
賞
30
万
円
！

仙
北
市
へ
の「
移
住
促
進
」を
目
的
と
し
た

ふ
る
さ
と
紹
介
映
像
作
品
を
募
集
し
ま
す

住
ナ
ビ
と
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載

※
著
作
権
は
市
と
な
り
ま
す
。

●
各
賞
／

◎
最
優
秀
賞
（
１
点
）　

謝
金
30
万
円

◎
優
秀
作
品
（
２
点
）　

謝
金
５
万
円

※
税
込
み
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
定
住
対
策
推
進
室
（
田
沢

湖
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
１
５

●総務課　☎ 43-1111
　　ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

　　ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

●角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309
●田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
●西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200
●桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

information
市役所からのお知らせ
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仙
北
市
景
観
計
画
と
景
観
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

～ 

景
観
へ
の
影
響
が
大
き
い
一
定
規
模
以
上
の
行
為
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
届
け
出
が
必
要
で
す 

～

　

景
観
計
画
と
は
、
景
観
行
政
団
体
（
秋
田

県
や
仙
北
市
な
ど
）
が
策
定
す
る
良
好
な
景

観
の
形
成
に
関
す
る
計
画
で
す
。
景
観
形
成

の
方
針
や
、
新
築
や
増
築
な
ど
を
行
う
場
合

の
基
準
（
色
彩
、
高
さ
、
形
態
意
匠
、
材
料

な
ど
）
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仙
北
市
は
、
平
成
21
年
10
月
に
景
観
法
に

基
づ
く
景
観
行
政
団
体
と
な
り
、
仙
北
市

の
美
し
い
景
観
を
守
り
育
て
る
た
め
、
景

　景観法に基づいて、景観形成の施策を展
開する区域を、仙北市全体とします。
　また、市全体を景観類型ごとに森林や田
園風景の広がる地域を「自然・田園系景観」
として、市街地（住宅地、商業地など）を
中心とした景観の広がる地域を「市街地系
景観」に区分します。　  問合せ：仙北市建設部都市整備課（西木庁舎）

　  　　　　☎ 43-2295　FAX 47-2166

① 事前協議※

　　　↓
② 行為の届出※

　　　↓
　30 日以内は工事の着手が不可
　　　↓
③ 行為の着手（着手制限の解除）
　　　↓
④ 完了届の提出

景観への影響が大きい一定規模以上の行為は、景観

法に基づく届出が必要です。

行為 届出対象

建築物の新築、
増築など

▼ 高さが 10 ｍまたは建築面積 500 ㎡
を超えるもの。

工作物の新築、
増築など

▼ 高さ 3m を超える門、塀、さく、擁
壁など。

▼ 高さ 13m を超える煙突、高架水槽、
アーケード類など。

▼ 高さ 20m を超える鉄筋コンクリート
柱、電波塔、風車など。

▼ 高さ 13m または築造面積 1,000㎡を
超える製造施設、立体駐車場、ごみ
処理施設、太陽光発電施設など。

開発行為
土地の形
質の変更

▼ 面積が 3,000㎡を超えるものや規模
が高さ 3 ｍを超える法面または擁壁
を生じるもの。

屋外における
物件の堆積

▼ 高さ 1.5m または面積 500 ㎡を超え
るもの。

基準 市街地景観の例

高さ、規模

▼ 周辺の景観と調和した高さ、規模
とする。

形態意匠、素材

▼ 建築物全体としてまとまりのある
意匠とする。

▼ 長大な壁面を避け、圧迫感や威圧
感を軽減する。

▼ 看板、屋外広告物は建築物や周辺
の景観との調和に努める。

色彩

▼ 外壁や屋根を色彩基準に適合させる。
　⇒ 壁面の彩度（マンセル値）
　 　橙 6、黄・赤 4、その他 2 以下

下表は基準の一部です。基本方針に基づき、地域区分
ごとに景観特性や土地利用に配慮した基準を設定して
いますので、当該行為を基準に適合させてください。

景観計画とあわせて、「仙北市歴史的景観条例」「仙
北市景観保存条例」を改定しました。

景観条例の構成

目的・基本理念等

市民・事業者・行政の責務

仙北市景観計画の策定

全市レベルの
景観誘導

▼ 届出制度を中心とした景観形成

▼ 公共施設の景観形成

地区レベルの
景観誘導

▼ 景観形成重点地区

▼ 景観地区

景観資源の
保全と活用

▼ 景観重要建造物

▼ 景観重要樹木

市民・事業者に
よる景観形成活動

▼ 景観住民団体

▼ 景観づくり市民会議

▼ 景観計画の提案

▼ ふるさと景観づくり市民協定

▼ 景観協定

市民・事業者への
支援・啓発

▼ 表彰制度

▼ 景観形成活動への支援

仙北市景観審議会

※不適合の場合
①と②で不適合となった場合は、「景観審

議会による審議」のうえ、「勧告・変更命令」

が行われます。

それでも従わない場合は、氏名等の公表・

景観法に基づく罰則規定が適用されます。

観
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
弘
前
大
学
の
北

原
啓
司
教
授
を
委
員
長
と
し
た
仙
北
市
景

観
計
画
策
定
委
員
会
を
中
心
に
検
討
を
進

め
、
去
る
３
月
に
仙
北
市
都
市
計
画
審
議

会
か
ら
承
認
を
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
、

６
月
の
市
議
会
に
お
い
て
、
景
観
条
例
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、「
秋
田
県
の
景
観
を
守
る

条
例
」
に
基
づ
き
届
出
事
務
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
は
、
仙

北
市
の
地
域
性
を
活
か
し
た
独
自
の
景
観
計

画
、
景
観
条
例
に
よ
り
、
周
辺
景
観
に
与
え

る
影
響
の
大
き
い
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物

や
工
作
物
な
ど
の
行
為
に
つ
い
て
届
出
を

行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
景
観
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
都
市
整
備

課
（
西
木
庁
舎
）
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

景観計画の区域は仙北市全域です

景観づくりの目標

基
本
方
針

歴史と文化、自然、ひとが織り成す美しいふるさと、仙北 

▼ 雄大な「ふるさと景観」を守り、育む

▼ 交流と魅力を創造する「仙北の顔」づくり

▼ 誇りと愛着を感じ、四季を感じる暮らしの景観づくり

▼ 景観をみんなで守り・育てる「協働」の景観づくり

景観形成基準届出の対象になる行為

届出から着手までの流れ

仙北市景観条例の制定と概要

9 8Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく



新潮社から寄贈された図書を紹介します

▼抱く女《桐野夏生》　 ▼考えられないこと《河野

多恵子》　 ▼人口蒸発「5000 万人国家」日本の

衝撃―人口問題民間臨調　調査・報告書―《一

般財団法人　日本再建イニシアティブ》　 ▼私の

恋人《上田岳弘》　 ▼秋山祐徳太子の母《秋山祐

徳太子》　 ▼算数のしくみ大事典《坪田耕三》　

▼いま生きる階級論《佐藤優》　 ▼子供時代《リュ

ドミラ・ウリツカヤ、ウラジーミル・リュバロフ／絵、沼野恭子／訳》　

▼イタリアの小さな工房めぐり《大矢麻里》　 ▼マスタリー―仕事と人生を

成功に導く不思議な力―《ロバート・グリーン、上野元美／訳》　 ▼「スイ

ス諜報網」の日米終戦工作―ポツダム宣言はなぜ受けいれられたか《有馬

哲夫》　 ▼ゆらやみ《あさのあつこ》　 ▼七夕の雨闇―毒草師―《高田崇史》

▼救済のゲーム《河合莞爾》　 ▼十字路が見える《北方謙三》　 ▼波止場にて《野

中柊》　 ▼耽溺クルーズ《栗谷あずみ》　 ▼リッツ・カールトンで実践した　

働き方が変わる「心の筋トレ」《高野登》　 ▼人間アレルギー―なぜ「あの人」

を嫌いになるのか―《岡田尊司》　 ▼前の日 5 分→朝 10 分で焼きたて！簡

単もちもちスティックパン《吉永麻衣子》

●  新潮文庫新刊も多数寄贈されています。

7 月に引き続き、夏休みの自由研究や読書感想文に役

立つ本を展示しています。

新しい本もたくさんありますので、ぜひ学習資料館に

足を運んでくださいね！

8月のテーマ展示は

『夏休み読書感想文と自由研究特集』

図書館
情報局

SEMBOKU CITY LIBRARY

イベント交流館（新潮社記念文学館）☎ 43-3333　　8月休館日　3日月　10日月　17日月　24日月～31日月 展示替

田沢湖図書館　☎43-1307

学習資料館　☎43-3333

新着図書の紹介

▼本の夢　小さな夢の本《田中淑恵》　 ▼ゆらやみ《あさのあつこ》　 ▼鵺の家《廣嶋玲子》　 ▼ヒトリコ《額賀澪》

▼老いては自分に従え《山藤章二》　 ▼難読誤読植物名漢字よみかた辞典《日外アソシエーツ》　 ▼スパコン

を知る《岩下武史》　 ▼日本の敵《櫻井よしこ》　 ▼極悪専用《大沢在昌》　 ▼私情対談《藤崎翔》　 ▼王朝晦冥

なり《相木鍾三》　 ▼全国旧制高等学校　寮歌名曲選《ことのは会》　 ▼自衛官が教える「戦国・幕末合戦」

の正しい見方《木元寛明》　 ▼窪島誠一郎・松本猛ホンネ対談〈ふるさと〉ってなに《新日本出版社》

手作り教室

羊毛フェルトでおしゃれな干支づくり

おはなし玉手箱
日時　　8月6日（木）  10:00 ～

場所　　田沢湖図書館  2階

夏休みまっただ中！

楽しいおはなし

いっぱいです
入場無料

第 5 回目『未 - ほわほわひつじ -』

日時　　8月20日（木） 10:00 ～

材料費　500円

申込締切　8月14 日（金）

申込・問合せは田沢湖図書館へ

どんぐり山荘で草木染
草木染染料でハンカチやスカーフなどを染めます。

8月29日（土） 10:00～12:00

高原「どんぐり山荘」（現地集合・解散）

材料費／ 2,300円前後　　申込締切／ 8月21 日（金）

申込・問合せは田沢湖図書館へ

藤
原
清
衡

平
泉
に
浄
土
を
創
っ
た
男
の

世
界
戦
略
　《
入
間
田
宣
夫
》

発
行:

ホ
ー
ム
社
　
発
売:

集
英
社

定員

20人

8月休館日　3日月  10日月  17日月  24日月  31日月

※13日木 は17時で閉館します。

生涯学習課　 ☎ 43-3383

田沢湖公民館 ☎ 43-1061

角館公民館　 ☎ 54-1110

西木公民館　 ☎ 47-3100

ラ
ジ
コ
ン
教
室

　

ラ
ジ
コ
ン
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
飛
行
機
、
マ

ル
チ
コ
プ
タ
ー
（
総
称
ド
ロ
ー
ン
）
の
飛
行
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
正
し
い
操
作
方
法

（
墜
落
等
に
よ
る
危
険
回
避
や
モ
ラ
ル
の
あ
る

利
用
）
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

親
子
で
の
夏
休
み
の
思
い
出
に
、
ま
た
新
し

い
趣
味
や
仕
事
活
用
の
体
験
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
で
は
仙
北
市
内
を
会
場
に
、

地
域
の
魅
力
発
信
や
継
続
的
な
賑
わ
い
を
創

出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
提

案
書
を
公
募
し
て
い
ま
す
。
採
択
さ
れ
た
事

業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
支
援
し
ま

す
。
詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
応
募
資
格
》
芸
術
文
化
活
動
に
意
欲
が
あ

り
、
事
業
の
実
施
が
可
能
な
団
体
等

《
事
業
実
施
期
間
》
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で
に
行
わ
れ
る
事
業

《
補
助
金
額
》
補
助
対
象
経
費
に
対
し
て

30
万
円
を
上
限
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

《
補
助
対
象
経
費
》

①
会
場
借
上
料
、
会
場
設
備
運
搬
等
に
要
す

る
経
費

が
ん
ば
ろ
う
！
東
北

せ
ん
ぼ
く
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
の

提
案
書
を
公
募
し
て
い
ま
す

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
申
込
期
間
の
平
日
８
時
30
分
か

ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
講
者
募
集

公
民
館
講
座

②
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
広
告
宣
伝
に
要
す

る
経
費

③
会
場
看
板
等
の
作
成
に
要
す
る
経
費

④
講
師
等
へ
の
謝
礼
、
旅
費
、
交
通
費
（
上

限
が
あ
り
ま
す
）

⑤
そ
の
他
事
業
実
施
に
要
す
る
経
費
で
市
長

が
認
め
た
も
の

※
備
品
購
入
や
食
糧
費
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

《
応
募
方
法
》
所
定
の
様
式
に
よ
り
応
募
く

だ
さ
い
。
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.sem

boku.akita.
jp

/n
e

w
s_

to
p

ics/w
h

a
tsn

e
w

.
php?id=707

《
応
募
用
紙
設
置
場
所
》
生
涯
学
習
課
、
田

沢
湖
・
角
館
・
西
木
各
公
民
館

《
問
合
せ
》
生
涯
学
習
課

《
日
時
》
８
月
11
日
火 

９
時
30
分
～
11
時
30
分

《
会
場
》
田
沢
湖
生
保
内
四
十
程
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
場
）

※
雨
天
時
は
生
保
内
市
民
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

《
対
象
》
小
学
生
以
上
の
仙
北
市
民

※
小
学
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
同
伴
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

《
講
師
》
田
沢
湖
ラ
ジ
コ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

《
参
加
料
》
無
料

《
申
込
期
間
》
８
月
３
日
月
～
８
月
10
日
月 

仙
北
市
公
民
大
学
陶
芸
学
科
【
第
７
回
学
生
作
品
展
】

生涯学習  活動紹介
　

仙
北
市
公
民
大
学
陶

芸
学
科
で
学
ん
で
い
る

皆
さ
ん
の
、
日
頃
の
成

果
を
お
披
露
目
し
ま
す
。

次
の
日
程
で
学
生
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
出
品
者
数
》
講
師
、
学
生
合
わ
せ
て
19
人

の
作
品
展
示

《
開
催
期
間
》
８
月
１
日
土
～
３
日
月 

　

９
時
30
分
～
16
時

《
会
場
》
角
館
樺
細
工
伝
承
館

《
問
合
せ
》
角
館
公
民
館

8月休館日　3日月  10日月  17日月  24日月  31日月

※13日木 は17時で閉館します。
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仙北市子育て支援施設『さくラッコ』

　市内５か所の保育園・認定こども園に子育て支援セン

ターがあります。子育て支援センターは、地域全体で子

育てを支援する基盤づくりのため、次のような活動を

行っています。

【育児不安等についての相談指導】

　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこ

とでもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の 9:00～17:00。手紙・FAX

等はいつでも】

【子育てサークル等への支援】

　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のあ

る方はぜひご連絡ください。

【集いの広場の開設】

　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。園に入園していないお子さんと、

お母さん、お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんなど、

どなたでも参加できます。

　準備の都合上、参加される方は前日まで各園へご連

絡ください。※持ち物等は各園にご確認ください。

8月の 子育て支援センター情報

8月  子どもカレンダー

乳幼児健診

日にち 健診名 対象者 受付時間

 6日 木 10 か月児 H26 年 9 月生 13:00 ～ 13:15

20日 木 1 歳 6 か月児 H26 年 1 月生 12:30 ～ 13:00

21日 金 2 歳 6 か月児歯 H25 年 1 月生 12:30 ～ 13:00

27日 木 3 歳 6 か月児 H24 年 1 月生 12:30 ～ 13:00

乳児食育教室『もぐもぐランド』

日にち 相談名 対象者 受付時間

26日 水 7 か月児 H27 年 1 月生 9:30 ～ 9:45

母子健康手帳交付　

日にち 受付時間 内容

 3日 月・11日 火

18日 火・24日 月
13:00 ～ 13:30

・母子手帳交付

・妊婦健診受診票発行

・保健師と栄養士の話

おやこ交流広場

開放日 時間 内容

 3日 月・10日 月

17日 月・24日 月

31日 月

9:30 ～ 11:30
保護者とお子さんが自

由に遊べるスペース。

申込不要で自由参加。

1 歳 3 か月児健康相談

日にち 相談名 対象者 受付時間

26日 水 1 歳 3 か月児 H26 年 5 月生 13:00 ～ 13:15

☎ 43-1025　FAX 43-3256　時間 9:30 ～ 11:30

  5 日水／ 8 月生まれの誕生会

26 日水／お水あそびをしましょう・ 身体測定

※お水あそびの準備（水遊び用オムツか水着、タオル、

着替えなど）をしてきてください。

だしっこルーム（だしのこ園内）

　入園前のお子さんのいるママ、育児で悩んでいるママ、引っ

越してきたばかりで知らないことばかり…と不安なママ。も

ちろん、パパやおじいちゃん、おばあちゃ

んもどうぞ一緒に遊びに来てくださいね。

　子どもが大好きなサポーターが、おも

ちゃを準備してお待ちしています！

【8月の開放日】（毎週水・木・土曜日 10：00 ～ 15：00）

★はっぴいルーム
　（お友達作りや情報交換の場として開放）

　水曜日 　5 日・12 日・19 日・26 日

　木曜日 　6 日・20 日・27 日

　土曜日 　1 日・8 日・22 日・29 日

※ 8月13日木 ～15日土はお盆休みとさせていただきます。

【8月のイベント】

★うきうき広場（ミニイベント＆お誕生会）

12日 水  10：30～11：30

暑い夏本番。スタッフ手作りのシロップでかき氷を食べて涼

みましょう。白玉をコロコロ丸めて作りますよ。8月生まれ

のお友達のお祝いもします。

《参加費》1 家族 100 円

  4 日火／読み聞かせ「絵本からの贈り物」

18 日火／プール遊びを楽しもう

25 日火／保健師さんの話を聞きましょう

わかばルーム（神代こども園内）

☎ 44-2502　FAX 44-2931　時間 9:30 ～ 11:30

  5 日水／水遊びをしよう

※身体を拭くバスタオルの準備をお願いします。

20 日木／大型絵本を見よう

いちごルーム（角館保育園内）

☎ 53-2918　FAX 53-2919　時間 10:00 ～ 11:30

  4 日火／絵本の読み聞かせに参加しよう

※大型絵本をみます。10:00 ～ 10:30

27 日木／薄味教室（味見もあります）

※秋田市から栄養士さんが来園。10:30 ～ 11:00

★月～金曜日　9 時 30 分～ 11 時 30 分

随時、園を開放しています。お子さんと同年齢のク

ラスの子どもたちと、一緒に遊ぶことも可能です。

さくらんぼルーム（ひのきない保育園内）

☎ 48-2345　FAX 48-2525

  6 日木／健康チェック・保健師さんのお話（予

防接種についてなど）

20 日木／水遊びをしよう

※着替え、バスタオル、帽子を持参してください。

27 日木／大型絵本や紙芝居を楽しもう

※読み聞かせボランティアの方が来園します。

なかよしルーム（にこにこ保育園内）

☎ 47-2525　FAX 47-2323　時間 9:30 ～ 11:30

会場  健康管理センター（角館）　　問合せ  仙北市保健課  ☎ 55-1112

お
外
で
遊
ぶ
時
は
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
き
て
く
だ
さ
い

　白玉だんごとかき氷を作ってみよう！

★わくわく広場（親子で楽しめるイベント＆講座）

20日 木  10：30 ～ 11：30

美容師さんに教えてもらいながら、お祭

り前にお子さんの簡単ヘアレンジを覚え

てみませんか。同時にママの簡単ヘアアレンジも予定して

いますので、男の子のママも参加できます！

※託児（無料）が必要な方は申し込み時にお知らせください。

《申込締切》8月17日月

★すくすく成長記録 Day

27日 木  10：30～11：30
月イチ、身長体重測定日！どれくらい大きくなったかお

子さんの身長体重を測って記録してみましょう。

子育てのお悩みも相談できます！

【問合せ】

子育てサポート「はっぴい・マム」（角館町岩瀬町 29）
☎ 080-1663-4494
Facebook　www.facebook.com/happy.mamu
　イベントへの参加申込みはこちらからも可能です。

※お車でお越しの際は、さくラッコ隣（4台）、または情報センター

をご利用ください。

　我が子のヘアレンジ 要事前申込

定員６人

　

８
月
１
日
か
ら
、
中
学
生
の
歯
科

通
院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
中
学
生
に
は
、「
医
療
費

受
給
資
格
者
証
」
が
発
行
さ
れ
な
い

た
め
、
歯
科
通
院
に
か
か
る
医
療
費

に
つ
い
て
、
窓
口
負
担
が
必
要
で
す

が
、
後
日
、
窓
口
負
担
分
を
請
求
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

《
助
成
対
象
》  

　

仙
北
市
在
住
の
中
学
生
（
年
齢
満

12
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の
４

月
１
日
か
ら
年
齢
15
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
者
）

※
市
の
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

に
該
当
す
る
方
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

《
助
成
内
容
》  

　

保
険
診
療
に
よ
る
歯
科
通
院
の
医

療
費
の
自
己
負
担
分
（
健
康
保
険

か
ら
支
給
さ
れ
る
高
額
療
養
費
・

家
庭
療
養
附
加
給
付
金
は
対
象

外
）
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

※
住
民
税
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
、
１

仙
北
市
中
学
生
歯
科
通
院
医
療
費
助
成
制
度

医
療
機
関
１
か
月
あ
た
り
、
上
限

１
０
０
０
円
ま
で
の
自
己
負
担
が
あ

り
ま
す
。

《
助
成
方
法
》  

　

歯
科
の
窓
口
で
自
己
負
担
分
（
３

割
）
を
支
払
い
後
、
申
請
に
よ
っ

て
助
成
し
ま
す
。

　

申
請
時
に
は
医
療
機
関
で
発
行
し

た
領
収
書
等
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
医
科
外
来（
通
院
）で
の
診
療
と
保
険

診
療
外
の
歯
科
矯
正
、
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン

グ
等
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》  

◇
健
康
保
険
証

◇
領
収
書
ま
た
は
医
療
機
関
の
証
明

※
領
収
書
は
、
診
療
を
受
け
た
方
の
氏

名
、
診
療
総
点
数
、
診
療
月
、
金
額
、

医
療
機
関
の
証
明
印
が
必
要
で
す
。

◇
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
認
印
）

◇
振
込
み
を
す
る
口
座
が
わ
か
る
も

の
（
通
帳
等
）

《
申
請
場
所
》  

　

市
民
生
活
課
、
田
沢
湖
・
西
木
地

域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

《
問
合
せ
》  

　

市
民
生
活
課  

国
保
年
金
係

　
（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）
３
３
１
６

８
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

子育てインフォメーション子育てインフォメーション

13 12Semboku  City  Public  Relations広報せんぼく



保健・健康の掲示板 Bulletin board ほけん・けんこうのけいじばん

　心に溜まったことや、気になるこ

と、心配な事、話してみませんか。『え

くぼの会』会員が、ゆっくりお茶を

飲みながら一緒に考えていきます。

◆ 日時／8月19日 水 10:00～14:00
※時間内の都合のよい時に気軽に訪れ

てください。

◆ 場所／角館交流センター相談室

◆ 問合せ／仙北市保健課  ☎ 55-

1112

だれかに話をすると
安心する

えくぼの会
傾聴ボランティア

大曲仙北歯科医師会　８月の休日歯科診療当番医

 2 日　生和堂歯科医院（大仙市刈和野）☎ 0187-87-3000

 9 日　山下歯科医院（大仙市大曲黒瀬町）☎ 0187-63-0418

16 日　佐藤歯科クリニック（大仙市太田町）☎ 0187-86-9955

23 日　高山歯科医院（美郷町土崎）☎ 0187-85-3911

30 日　さいとう歯科クリニック（角館町下新町）☎ 53-2752

　笑いは、おなかや胸の筋肉を動かし

て酸素を体内に取り込むことで、血行

促進や免疫効果があると言われていま

す。仲間と一緒に笑いの効果を実感し

ましょう。申し込みはいりません。

◆ 日程／8月21日 金・9月18日 金

　《講師》保健師

◆ 内容／笑いヨガ・ゲーム・軽体操など

◆ 場所／健康管理センター（角館）

◆ 受付／ 9:40 ～ 10:00

　終了時間（予定）11:30
◆ 問合せ／仙北市保健課  ☎ 55-

1112

笑いヨガで仲間との交流
　プラス健康度アップ！

笑いの会

　「辛い、苦しい、不安、眠れない」

などや、ひきこもりのこと、家族のこ

と、あなたのこと、ひとりで悩まない

で臨床心理士に話をしてみましょう。

◆ 場所・日程／

◎ 角館交流センター相談室

　8 月 5 日 水・25 日 火 

◎ 健康増進センター相談室

　（田沢湖）8 月 19 日 水

◆ スタッフ／臨床心理士

◆ 相談方法／面談（要予約）

◆ 申込・問合せ／仙北市保健課

　☎ 55-1112

あなたの話を
　聴いてくれる人がいる

こころの相談

　お茶やコーヒーを飲んで語って

ホッとするスペースです。申し込み

はいりません。時間内都合の良い時

間にお立ち寄りください。

◆ 日時／ 8 月 5 日 水・9 月 2 日 水

13:00～16:00
◆ 内容／笑いヨガ。ゲームで楽しく

体を動かす。血圧測定やお茶を飲

みながら語る時間など。8 月 5 日

は、針金ハンガーとアクリル毛糸

を使ってモップづくりをします。

◆ 費用／ 100 円／回（お茶代）とアク

リル毛糸代 216 円で合計 316 円。

　※針金ハンガーを 1 本お持ちくだ

さい。（こちらでも準備します。）

◆ 場所／健康増進センター交流プラザ

（田沢湖）

◆ 主催／えくぼの会（代表小松龍子）

◆ 問合せ／仙北市保健課  ☎ 55-

1112

語って、笑って、
ホッと一息

えがおサロン

病
院
検
診
を
早
目
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

平成 22 年 9 月、

心の健康づくり事業

「ふれあいサポーター

養成講座」受講者の皆さんが

立ち上げた会です。

えくぼの会って？
（傾聴ボランティアの会）

【
市
立
角
館
総
合
病
院
で
の
受
け
方
】

◆ 

対
象
者
／
今
年
度
、
偶
数
年
齢
の
女
性
（
子
宮

頸
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上
、
乳
が
ん
検
診
は
40

歳
以
上
）

◆ 

検
診
期
間
／
平
成
28
年
１
月
28
日
木 

ま
で
の

月
曜
日
と
木
曜
日
。

◆ 

受
付
時
間
／
12
時
45
分
～
13
時
15
分
（
厳
守
）

◆ 

申
込
方
法
／
医
事
課
健
診
係（
☎
54
‐
２
１
４
５
）

へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
最
初
に
「
仙
北
市
の
○
○
検
診
を
受
け
た
い
。」
と

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
の
お
す
す
め

　

特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
芽
を
見
つ
け

る
健
診
で
す
。
毎
年
、続
け
て
受
け
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
の
芽
を
早
く
見
つ
け
て
摘
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
に
一
度
、
健
診
を
受
け

て
健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
！

◆ 

対
象
者
／
健
診
対
象
に
該
当
す
る
世
帯
の
方

に
は
、「
健
（
検
）
診
の
お
し
ら
せ
」「
日
程
表
」

「
受
診
券
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

※
受
診
地
域
は
「
日
程
表
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
指
定
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
他
の
健

診
日
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
対
象
の
方
は
、
８
月
10
日
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
８
月
19
日
よ
り
後
の
健
診
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆ 特定健診、後期高齢者健診、一般健診、大腸がん検診、

肺がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウイルス検診日程

　（受付時間　13:00 ～ 15:00）

期日 会場

8月 3日 月

西木保健センター

8月4日 火

8月5日 水 旧上桧木内小学校  体育館

8月6日 木

吉田体育館

8月7日 金

8月 10日 月 骨

西木保健センター

8月 11日 火

8月 17日 月
雲然トレーニングセンター

（雲沢集落センター）8月 18日 火

8月 19日 水
西長野交流センター

（旧西長野小学校）

※
転
入
等
で
配
布
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
保
健
課
、

各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所
に
日
程
表
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

◆ 

持
ち
物
／
各
種
健
（
検
）
診
受
診
券
、
健
康

保
険
証

◆ 

問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

　

☎
（
55
）
１
１
１
２

日程：8月29日 土 　会場：角館交流センター

さきがけ いのちの
巡回県民講座・総合相談会

を開催します

～いのち支える地域の力～

第一部講演会

講師 ▼清水 徹男 氏（秋田県医師会・秋田大学大学院医学系研究科精神科学講座）

　　 ▼佐々木 久長 氏（秋田大学准教授）

第二部討論会

コーディネーター ▼佐々木 久長 氏（秋田大学准教授）

討論参加者　　　 ▼伊藤 弘明 氏（仙北市社会福祉協議会　事務局長）

　　　　　　　　 ▼小松 龍子 氏（仙北市傾聴ボランティア「えくぼの会」会長）

　　　　　　　　 ▼村上 陽子 氏（田沢湖ロータリークラブ　前会長）

　　　　　　　　 ▼小坂 和子 氏（秋田・こころのネットワーク　会長）

※会場の都合上、事前申し込みをお願いします。

　申込・問合せ先：秋田魁新報社営業部「いのちを守り、いのちを考える係」☎ 018-888-1862

※事前にお申し込みください。

　申込・問合せ先：秋田・こころのネットワーク事務局　☎ 018-853-9759

　①さきがけ　いのちの県民講座　13:00～15:30

　②さきがけ　いのちの総合相談会　10:00～17:00

主催 / 秋田魁新報社　共催 / 仙北市

お
話
し
く
だ
さ
い
。
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
・
電

話
番
号
・
保
険
種
別
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
毎
年
、
検
診
期
間
終
了
間
近
に
な
る
と
混
み
合
い
、

受
診
で
き
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
早
目
の
申

込
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆ 

検
診
料
金
／
子
宮
頸
が
ん
検
診 

１
３
０
０
円
、

乳
が
ん
検
診 

１
０
０
０
円

※
仙
北
市
国
保
・
70
歳
以
上
・
非
課
税
世
帯
（
証
明
書

が
必
要
）・
生
活
保
護
の
方
は
無
料
で
す
。

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
い
る
方
は
忘
れ
ず
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆ 

問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課  

☎
（
55
）
１
１
１
２

　誰でも自由に参加している自主サークルです。足の手入れ

や自分でできる簡単なマッサージを、ワイワイがやがや皆で

集まり楽しくやっています。足は内臓を映す鏡とも言われ、

刺激することで内臓が温まり働きも良くなります。足もとが

整うことで得られる効果を体感し、続けることで、心も体も

健康で過ごしましょう。新しい仲間を待っています。

◆ 日程／毎月、原則として第２・４水曜日。次回 8 月 26 日 水

・9 月 30 日 水   ※８月、９月は月１回の開催です。

◆ 会場／角館健康管理センター（8月26日のみ角館交流センター）

◆ 時間／ 10:00～11:30
◆ その他／申込不要。料金無料。直接会場にお越しください。

◆ 問合せ／仙北市包括支援センター ☎ 43-2283

参加者を募集しています

さくらフレンドサークル
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山
桜
の
樹
皮
を
使
用
し
た
木

工
品
の
製
品
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
ま
す
。

　

入
賞
者
に
は
賞
金
を
贈
呈
す

る
ほ
か
、
デ
ザ
イ
ン
を
製
品
化

し
「
第
43
回
角
館
町
樺
細
工
伝

統
工
芸
展
」
で
展
示
し
ま
す
。

生保内節盆踊り大会

《応募資格》18 歳以上のデザイナー、学生など、本事業に興味があるすべての方

《応募条件》角館の伝統工芸品「樺細工」は、山桜の樹皮を使用した木工品であり、

その様式を守りながら、その魅力を最大限に活かしたデザインとすること。また、

デザインのテーマは「トレイ」とし、複数の応募も可。（未発表の作品に限る）

《応募方法》募集期間内に応募用紙とデザイン画（A4 サイズパネル貼り）を角館工

芸協同組合に送付してください。応募は無料です。

① 応募用紙（角館工芸協同組合または仙北市ホームページからダウンロード可）

② デザイン画 1 枚：具体的な形・サイズ・色・素材・制作方法などの説明を記し

たもの

《応募締切》8 月 31 日（月）必着

《選考》素材である樺が活かされており、商品としての価値が高いものという視点

から、審査会において以下の賞を選定し、それぞれ表彰し賞金を贈呈します。

　【最優秀賞】1 点　賞金 20 万円　　【優秀賞】1 点　賞金 10 万円

詳しくは、角館工芸協同組合にお問い合わせいただくか、同組合ホームページをご覧ください。

《問合せ》

角館工芸協同組合 ☎ 53-2228

53-2228 http://www.kabazaiku.com/

～瑠璃色ロマン神秘～

第１７回田沢湖ツーデーマーチ
《問合せ》

田沢湖ツーデーマーチ実行委員会

（田沢湖観光協会内）担当：小松 ☎ 58-0063

　

田
沢
湖
を
舞
台
に
し
て
歩
く

祭
典
「
第
17
回
田
沢
湖
ツ
ー

デ
ー
マ
ー
チ
」
を
開
催
し
ま
す
。

２
日
間
で
８
コ
ー
ス
を
ご
用

意
。
１
日
の
み
の
参
加
も
も
ち

ろ
ん
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

今
年
も
、
全
国
各
地
か
ら
多

く
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
が
田
沢
湖
に

集
い
ま
す
。
清
秋
の
爽
や
か
な

ひ
と
と
き
を
一
緒
に
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ま
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10月3日土　4日日　（雨天決行）

 会場：田沢湖レストハウス広場

《内容・コース》

　（1 日目）40㎞・22㎞・12㎞・5㎞

　（2 日目）32㎞・21㎞・12㎞・5㎞

※各コースにより出発時間・歩くコースな

どは異なります。

　詳しくは、お近くの市役所地域センター

や各観光協会（角館町・西木町・田沢湖）

で配布のパンフレットをご覧ください。

《申込方法》

　9 月 9 日（水）までに、パンフレット内の参加申込書にご記入

のうえ、参加料を添えて、お近くの市役所地域センターや各

観光協会（角館町・西木町・田沢湖）にお申し込みください。（郵

便振替でも申し込めますが、手数料がかかります。）

※ 9 月 9 日（水）以降は、当日会場にて申込・受付となります。

参加料

一般  500 円
9月10日以降は1,000円

高校生以下無料

～あなたのデザインを製品化します ～

樺細工のデザイン募集

角館工芸協同組合  検索TEL

第
45
回

《問合せ》

生保内節盆踊り実行委員会事務局

（田沢湖公民館内）　　 ☎ 43-1061

　

民
謡
「
生
保
内
節
」
の
元
唄

に
合
わ
せ
た
手
踊
り
の
ほ
か
、

地
元
の
郷
土
芸
能
で
あ
る
石
神

稲
穂
太
鼓
、
生
保
内
田
植
え
踊

り
や
だ
し
の
こ
園
職
員
有
志
の

踊
り
な
ど
、
多
彩
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。

　

今
年
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
皆

さ
ま
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
「
生
保
内
節
盆
踊
り
大
会
」

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
盆
踊
り
を
上
手
に
踊
っ
た

方
に
盆
踊
り
賞
、
仮
装
し
た
方

を
対
象
に
仮
装
賞
、
ま
た
、
団

体
賞
や
地
元
企
業
協
賛
で
の
特

別
賞
を
多
数
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
出
店
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

8月20日木　

 会場：仙北市役所田沢湖庁舎前駐車場

《日程》

　17:00 ～開場（出店スタート）

　17:30 ～参加者受付

　18:30 ～石神稲穂太鼓

　18:45 ～地元子ども達の民謡

　19:00 ～スタート（合図花火）

　　以降、盆踊りとアトラクション

を交互に実施

　20:25 ～表彰《21:00 全日程終了》

20 日雨天時は翌 21 日に順延

翌 21 日も雨天の場合は中止

トレイ
ここを
デザインして
ください。

　

今
年
度
の
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
平
成
27
年
度
総
会
が
７
月

15
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
昨
年
開
催
し
た
「
秋
田
ゆ

か
り
の
映
画
祭
・
角
館
会
場
」
の
記
録
映

像
を
上
映
し
ま
し
た
。
例
年
、
活
動
実
績

等
を
書
面
で
報
告
し
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
事
業
・
支
援
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た

か
を
映
像
で
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
、
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県
内
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に
撮

影
が
行
わ
れ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ

は
、
仙
北
市
と
横
手
市
に
ま
た
が
っ
て
の

撮
影
で
し
た
が
、
秋
田
十
文
字
映
画
祭
の

ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
て
、
エ
キ
ス
ト
ラ
の

手
配
等
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）
☎４３-３３５２
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
撮
影
活
動
の
誘
致
と
促
進

の
為
、
撮
影
候
補
地
の
情
報
提
供
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
組
織
の
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
撮
影
候
補
地
の
情
報
を
登
録

で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｊ

Ｌ
Ｄ
Ｂ
）
の
シ
ス
テ
ム
が
こ
の
春
か
ら
新
し

く
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
詳
細
な
情
報
等

を
登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
効
果
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

会
長　

坂
本  

洋
）

総
会
の
活
動
報
告
。
昨
年
の
国
民
文
化
祭
「
秋
田
ゆ
か

り
の
映
画
祭
」
の
模
様
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
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おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

カタクリの郷  夏祭り
【日時】8 月 8 日 土 13:00 開場

　13:30 開演

【場所】かたくり館前特設会場（西木町小

山田字八津 249-1）

【内容】 ▼龍神太鼓・くりっこ太鼓  ▼藤

原美幸（民謡）  ▼鷹巣のフラダンス  ▼

「カタンコの会」新舞踊  ▼ストリート

ダンス角館スクール  ▼秋月会・小山田

ささら  ▼西木オヤジバンド　ほか  ▼

出店コーナー  ▼打上花火（19:30 ～）

【問合せ】仙北市活性化施設（かたくり館）  

☎ 47-3535

OSHIRASE NAVIイベント

ようこそ田沢湖へ　お帰りなさい故郷へ
第１回田沢湖駅前広場夏まつり

【日時】8 月 15 日 土 13:00 ～ 20:00

【場所】JR 田沢湖駅前広場

【内容】 ▼ミニミニ梵天作り（親子で）  ▼梅

沢ささら  ▼石神番楽  ▼梵天の競演  ▼

民謡ショー  ▼楽しい露店コーナー ほか

【問合せ】こまちの会事務局  黒澤  

　☎ 090-4880-5553

OSHIRASE NAVIイベント

OSHIRASE NAVIイベント

第５回生保内地区
敬老を祝う会
　対象者の皆さま（75 歳以上の方）には、

8 月中旬ころ案内状が届きます。お友だ

ちをお誘い合わせのうえご参加ください。

【日時】9 月 6 日 日 11:00 ～

【場所】仙北市生保内市民体育館

【参加費】1,000 円（弁当代）

【問合せ】生保内地区敬老を祝う会実行委

員会（事務局：仙北市田沢湖地域セン

ター）☎ 43-1147

OSHIRASE NAVIイベント

かくのだて絵灯籠夏まつり
　絵灯籠コンクール＆パレード、飾山囃

子＆手踊り、武心会空手演武、西木くりっ

こ太鼓などイベント盛りだくさん。縁日

コーナーや屋台の出店もあります。

【日時】8 月 1 日 土 18:00 ～ 21:00

【場所】立町ポケットパーク、立町十

字路～角館郵便局前路上（17:00 ～

22:00 車両通行止め）

【問合せ】仙北市商工会  角館本所  

　☎ 54-2304

OSHIRASE NAVIイベント

～みんな気軽におざってたんせ !! ～
２０１５「夏祭り in 愛仙」
　沢山のご来場を心よりお待ちしています。

【日程】8 月 8 日 土 

【時間】17:30 ～ 20:00（開場 17:00）

【場所】指定障がい福祉サービス事業所　

愛仙  事業所前  ※雨天時は、事業所作

業棟

【内容】 ▼オープニング「桜秀心舞」ヤー

トセ  ▼招待演芸「藤波舞踊一座」大

衆演劇  ▼各種模擬店、自主製品販売  

▼打上花火

【問合せ】指定障がい福祉サービス事業所

愛仙  ☎ 47-3001

たざわこ吹奏楽団の
みんなで楽器どご吹ごう Day!!
　8 月の吹ごう Day!! は下記のとおりに

開催します。興味のある方、押入れに楽

器が眠っている方、ぜひぜひ、楽器を持っ

て遊びにお越しください。お待ちしてい

ます。

【日時】8 月 28 日 金 19:30 ～ 21:30

【場所】田沢交流センター（旧田沢小学校）

【問合せ】たざわこ吹奏楽団  田口

　☎ 090-4049-9502

OSHIRASE NAVIイベント

OSHIRASE NAVIイベント

仙北市障がい者ふれあい芸能
文化発表会

【日時】10 月 3 日 土 10:00 ～ 13:00

【場所】仙北市角館交流センター

【内容】 ▼宮本まどか氏（聴覚障がい者）

によるトーク＆ピアノライブ  ※手話

通訳と要約筆記による同時通訳、磁気

ループあり  ▼障がい児者の皆さんに

よるステージ発表  ▼作品の展示、自

主製品や食品の販売  ※入場無料

募集！　～障がい者の皆さん～
　仙北市障がい者ふれあい芸能文化発表

会へのご参加をお待ちしています。この

機会にご披露したいものなら何でもＯＫ

です。

【ステージ発表】歌、楽器演奏、踊りほか

【展示作品】絵画、書道、手芸品、工芸品、

俳句、短歌、詩、写真ほか

【応募締切】9 月 18 日 金 ※ステージ発

表・展示作品を出品される方には、申

込用紙を準備しています。

【応募・問合せ先】指定障がい福祉サービ

ス事業所  愛仙  ☎ 47-3001

９月開催予定の
スキルアップセミナー
パワーポイントプレゼン資料作成講習

【期日】9 月 3 日 木 ・4 日 金 

【定員】10 人

第一種電気工事士筆記試験準備講習
【期日】9 月 8 日 火 ～ 11 日 金 

【定員】20 人

ワードチラシ作成講習（Word2013）
【期日】9 月 16 日 水 ・17 日 木 

【定員】10 人

共通
【時間】9:00 ～ 16:00　

【場所】大曲技術専門校

【受講資格】現在お勤めしている方

【受講料】無料（テキスト代は別途）

【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間訓

練支援室  ☎ 0187-62-6321

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等平成２７年度アビリティコース
１０月期生の募集
　ポリテクセンター秋田では、求職者を

対象にものづくり分野に関する専門的技

能・知識を習得するための職業訓練を行っ

ています。

【訓練期間】10 月 2 日 金 ～平成 28 年

3 月 29 日 火 9:20 ～ 15:40（6 か月）

【会場】ポリテクセンター秋田（潟上市）

【訓練科（定員）】 ▼機械加工技術科（15人）  

▼電気設備科（15 人） ▼ビル管理技術

科（18 人）

【募集期間】8 月 31 日 月 まで

【受講料】無料（テキスト代等は自己負担）

【応募資格】ハローワークに求職申込をさ

れた方で、新たな技術 ･ 技能を身につ

けて再就職を希望される方

【問合せ】秋田職業能力開発促進センター

（ポリテクセンター秋田）訓練課 受講

者第一係  ☎ 018-873-3178

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

　

先
日
、
あ
る
異
業
種
交
流
の
研
究
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
企
業
の
経
営
者
だ
っ
た
り
大
学
の
先
生

だ
っ
た
り
、
県
や
市
町
村
の
職
員
も
い
て
、
文
字

通
り
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
す
。
こ
こ
で
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
国
際
本
部
貿

易
投
資
相
談
部
長
の
大
島
誠
さ
ん
か
ら
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
お
話
し
だ
っ
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

～
組
織
を
ど
う
動
か
す
か
、
い
か
に
部
下
を
育

て
る
か
、
こ
れ
が
全
て
の
組
織
の
業
績
を
左
右
し

ま
す
。
だ
い
た
い
１
割
～
２
割
は
黙
っ
て
い
て
も

良
い
仕
事
を
し
ま
す
。
残
り
の
８
割
～
９
割
が
主

体
的
に
動
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
会
社
は
ど
ん
ど
ん

伸
び
て
い
き
ま
す
。
そ
う
な
る
た
め
に
ど
う
す
る

か
…
。
１
つ
は
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
で
す
。
あ
の
野
球

場
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
で
す
。
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
が
あ

る
お
か
げ
で
、
観
客
も
選
手
も
簡
単
に
「
現
状
」

を
把
握
で
き
ま
す
。
今
、
私
た
ち
は
勝
っ
て
い
る

の
か
負
け
て
い
る
の
か
、
そ
れ
が
分
か
ら
な
け
れ

ば
、
次
の
作
戦
を
打
て
ま
せ
ん
。
会
社
も
同
様
で

す
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
組
織
の
中
に
一
目
で
今
が

分
か
る
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
掲
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
い
く
ら
掲
げ
て
も
部
下
が
動
い

て
く
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
部
下
が

リ
ー
ダ
ー
を
信
頼
し
て
い
な
い
時
に
多
く
起
こ
り

ま
す
。
そ
こ
で
２
つ
目
は
信
頼
関
係
の
構
築
で
す
。

強
い
信
頼
の
絆
は
、
確
実
に
仕
事
の
ス
ピ
ー
ド
を

ア
ッ
プ
さ
せ
、
コ
ス
ト
を
ダ
ウ
ン
さ
せ
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
実
際
に
起
き
た
例
を
お
話
し
し
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
会
社
員
は
、
ほ
と
ん
ど
自

宅
で
朝
食
を
と
ら
ず
、
通
勤
途
中
の
露
店
で
パ
ン

な
ど
を
買
っ
て
済
ま
せ
ま
す
。
人
気
店
は
い
つ
も

行
列
で
す
。
も
ち
ろ
ん
客
が
多
く
て
の
こ
と
で
す

が
、
店
主
が
釣
銭
の
計
算
に
手
こ
ず
っ
て
い
る
の

で
す
。
人
手
を
増
や
せ
ば
良
い
の
で
す
が
、
そ
れ

で
は
身
入
り
が
減
り
ま
す
。
そ
こ
で
あ
る
お
店
が
、

釣
銭
の
勘
定
を
客
に
任
せ
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま

し
た
。
店
の
一
番
前
に
小
銭
を
入
れ
た
箱
を
置
き
、

客
が
自
分
で
計
算
を
し
て
、
勝
手
に
釣
銭
を
と
っ

て
い
く
仕
組
み
で
す
。
こ
れ
で
人
手
も
増
や
さ
ず

に
売
り
上
げ
が
倍
増
し
ま
し
た
。
こ
の
現
象
は
、

店
と
客
の
信
頼
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
信

頼
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
証

し
た
好
例
で
す
～
。

　

こ
の
お
話
し
を
聞
い
て
か
ら
、
私
は
以
前
に
増

し
て
、
強
く
深
く
市
民
の
皆
さ
ん
と
信
頼
を
結
び

合
い
、
仕
事
も
早
く
、
経
費
も
削
減
で
き
る
市
役

所
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仙
北
市
長　

門
脇　

光
浩

『
信
頼
を
結
び
合
っ
て
、
前
へ
！
』

No.86

まちづくり
日記

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い
ざ
と

い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金
に
加

入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ

た
と
き
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

◎ 

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。
国
が

責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し
て

い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ

て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◎ 

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢

年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り

ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺

族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ

の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が

受
け
取
れ
ま
す
。

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

◎ 

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

◎ 

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本
人
お

よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

《
問
合
せ
》

　
市
民
生
活
課
国
保
年
金
係

　
☎
０
１
８
７
（
43
）
３
３
１
６

　
大
曲
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
８
７
（
63
）
２
２
９
６

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」　
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お盆の火災予防について
　お盆は先祖を供養する大切な行事です

が、仏壇や墓などで火を使うことが多く

なります。火の取り扱いには十分注意す

るとともに、就寝前や外出する際は必ず

火の元を確認してください。

【火災予防のポイント】 ▼ろうそくの火を

点けたままその場を離れない。 ▼ろう

そくや線香などから供花や供物を十分

に離す。 ▼電気式の盆提灯などは、定

期的に配線等の点検を行う。 ▼座布団

や敷物などを防炎製品にする。

【お知らせ】現在、仙北市消防団の協力の

もと、住宅用火災警報器の調査を実施

しています。9 月 30 日 水 までに仙北

市全世帯を訪問し、火災予防のチラシ

配布や住宅用火災警報器の設置状況や

作動点検について確認します。ご協力

お願いします。

【問合せ】 ▼ 仙北市総合防災課  ☎ 43-

1115  ▼角館消防署  ☎ 54-2302

OSHIRASE NAVIお知らせ

毎月勤労統計調査特別調査に
ご協力ください
　常用労働者1～4人の事業所を対象に、

特別調査を実施します。対象となる事業

所には、8 月～ 9 月にかけて調査員が訪

問しますのでご協力ください。

【問合せ】秋田県調査統計課  ☎ 018-

860-1256

OSHIRASE NAVIお知らせ

夏の交通安全運動
　夏の交通安全運動が 8 月 1 日 土 から

10 日 月 までの 10 日間実施されるとと

もに、8 月は「飲酒運転追放県民運動強

調期間」となっています。これから本格

的な夏を迎え、帰省やレジャーなどの外

出機会が増えることに伴い、交通事故の

発生が懸念されます。市民の皆さまのよ

り一層のご協力をお願いします。

▼仙北市交通安全対策協議会　 ▼仙北地

区交通安全協会　 ▼仙北警察署

OSHIRASE NAVIお知らせ

仙北市社会福祉協議会主催
みんな集まれ！水あそび広場
　ビニールプールでの水あそび、水風船

すくい、絵本よみきかせ、ふれあいコー

ナーなど、暑い夏を水遊びで元気に過ご

しましょう！

【日時】8 月 25 日 火 10:00 ～ 14:00

【場所】健康管理センター（角館町中菅沢

77-28）

【募集人員】小学校就学前のお子さんとご

家族　先着 20 組

【持ち物】昼食（おにぎり程度）、水遊び可

能な服、タオル、水あそび道具持参可

【申込締切】8 月 18 日 火 

【申込・問合せ】仙北市社会福祉協議会

　角館支所  ☎ 54-2493

OSHIRASE NAVI募　集

ノルディックウォーキングイベント
生保内川「癒しの渓流コース」
　健康づくりのためノルディックウォー

キングイベントを開催します。

【日時】8 月 23 日 日 9:30 ～ 11:30 頃

【受付時間】9:00 ～ 9:20

【集合場所】田沢湖総合開発センター駐車場

【参加費】会員 300 円　一般 500 円（保

険料込）

【定員】30 人

【ポールレンタル】300 円（要事前予約）

【申込締切】8 月 17 日 月 

【申込・問合せ】秋田県ノルディックウォー

キングクラブ事務局  ☎ 46-2001

OSHIRASE NAVI募　集

デイサービス角館  さくらさくら
第５回短歌・俳句・川柳大賞

【テーマ】介護やデイサービスにちなんだ

事柄　※老いや介護に関するものであ

ればかまいません。

【応募条件】作品は未発表のものとします。

短歌、俳句、川柳それぞれ何作品でも

応募できます。

【応募方法】応募用紙は市内の各公民館や

当事業所にありますが、それ以外の書

式でもかまいません。お名前・住所を

記入し、直接『さくらさくら』へお持

ちいただくか、郵送またはＦＡＸでお

願いします。

【締切】9 月 24 日 木

【問合せ】デイサービス角館  さくらさくら  

☎ 55-1117　FAX 52-1115

OSHIRASE NAVI募　集

県の記念日協賛イベント
あきた結婚支援センターの
一般公開を行います

【開催日】8 月 15 日 土 

【時間】10:00～12:00、13:00～15:00

【場所】あきた結婚支援センター（北、中

央、南の各センターで実施）

【内容】施設見学ほか

【定員】32 人から 40 人程度（センター

により異なります。）

【申込方法】見学を希望される方は、①氏

名  ②年齢  ③住所  ④電話番号を、電

話により見学をご希望されるセンター

あてに申し込みください。

【申込期限】8 月 13 日 木 18:00

【申込先】

▼あきた結婚支援センター・北センター

（☎ 0186-57-8611）

▼あきた結婚支援センター・中央センター

（☎ 018-874-9471）

▼あきた結婚支援センター・南センター

（☎ 0182-38-8801）

【その他】 ▼見学時間は申込みによりセン

ターで決めさせていただきます。 ▼施

設内の撮影はご遠慮願います。 ▼マス

コミの取材が入る可能性があります。

あきた結婚支援センターを名乗る
電話にご注意ください！
　このところ、市民の方のご自宅に「あ

きた結婚支援センター」を名乗る電話が

かかってくる、という事案が発生してい

ます。センターでは、電話での勧誘行為

や個人情報の聞き取りなどは一切行って

いませんので、ご注意くださるようお願

いします。

【問合せ】あきた結婚支援センター・中央

センター  ☎ 018-874-9471

OSHIRASE NAVI募　集

奥羽本線で行く「新庄まつり本
まつり見学ツアー」参加者募集
　秋田県と山形県の山形新幹線延伸推進

団体では、奥羽本線の利用拡大と山形新

幹線延伸運動 PR の一環として、鉄道を

利用した両県相互交流事業を実施してい

ます。今年度、秋田県側の交流事業として、

「新庄まつり見学ツアー」を次のとおり実

施します。

【出発日】8 月 25 日 火

【募集開始】8 月 5 日 水

【乗降駅】大曲駅、横手駅、湯沢駅

【料金】1 人 2,000 円（税込）  ※大曲・

横手・湯沢‐新庄間往復料金にスタン

ド観覧席代込の特別価格です。

【ツアー行程】 ▼（往）大曲駅 6:53 発→

横手駅 7:20 発→湯沢駅 7:42 発→新

庄駅 8:44 着→新庄まつり見学（自由

観覧）  ▼（復）新庄駅 14:17 発→湯

沢駅 15:20 着→横手駅 15:51 着→大

曲駅 16:19 着

【定員】100 人  ※定員になり次第締切

【申込・問合せ】羽後交通観光湯沢営業所

　☎ 0183-73-1151

OSHIRASE NAVI募　集

癒しウォーク＆交流会２０１５
参加者大募集
　生保内川ウォーキングコースの散策、

生保内川砂防堰堤での岩魚のつかみ取り

や楽しいゲーム、お昼には特製豚汁を準

備しています。皆さまのご参加をお待ち

しています。なお、雨天時の場合は田沢

湖総合開発センターでの開催になります。

【日時】8 月 23 日 日 ▼ 9:40 田沢湖総

合開発センター集合  ▼ 10:00 出発

　 ▼ 13:00 ゴール

【コース】開発センター→田沢湖水害慰霊

碑→生保内川ウォーキングコース→生

保内川砂防堰堤→開発センター

【参加費】お一人 500 円（保険料等）

【持ち物】おにぎり、飲み物、着替え

【申込・問合せ】NPO 法人癒しの渓流・

里・まちネット  田口  ☎ 090-4049-

9502  FAX 43-1098

OSHIRASE NAVI募　集

高齢者活躍人材育成
スーパー等販売補助員講習

【期日】9 月 1 日 火 ～ 3 日 木 

【場所】角館交流センター

【対象】60 歳以上の方で、シルバー人材

センターでの派遣就業を希望する方

【費用】受講料・テキスト代無料

【定員】15 人（選考のうえ決定）

【申込締切】8 月 18 日 火 ※定員に満た

ない場合は募集期間を延長します。

【申込・問合せ】仙北市シルバー人材セン

ター  ☎ 55-1646

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

行政に関する相談ごとは
行政相談委員に
　行政相談委員は、総務大臣から委嘱を

受け、国の仕事などについての苦情や意

見・要望を受け付け、皆さんと関係行政

機関との間に立って、その解決を図る『行

政と住民のパイプ役』です。仙北市の行

政相談委員は次の 3 人の方で、自宅で相

談を受け付けています。

【行政相談委員】
◆難波輝子　☎ 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽進　☎ 53-2690

　角館町七日町 34

◆新山敦晃　☎ 47-2746

　西木町西明寺字宮田 18

【８月相談所開設日・場所】 ▼ 19 日 水・

神代出張所  ▼ 26 日 水・田沢湖総合

開発センター  ▼ 20 日 木・角館交流

センター  ▼ 28 日 金・桧木内公民館

【時間】13:00 ～ 16:00

【問合せ】仙北市総務課  ☎ 43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

仙北市社会福祉協議会
８月の心配ごと相談日
　社会福祉協議会では、相談援助活動と

して心配ごと相談を行っています。お気

軽にご利用ください。

【 日 時・ 場 所 】 ▼ 19 日 水 13:00 ～

16:00・神代出張所  ▼ 6 日 木 、27 日 

木 13:00 ～ 16:00・社会福祉協議会角

館支所  ▼ 24 日 月 10:00 ～ 12:00・

西 木 公 民 館  ▼ 26 日 水 13:00 ～

16:00・田沢湖総合開発センター

【問合せ】仙北市社会福祉協議会  ☎ 52-

1624

OSHIRASE NAVI相　談

《
申
請
で
き
る
方
》

◎

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

◎

第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原
因
が
、
が
ん
末
期

や
脳
梗
塞
な
ど
16
種
類
の
特
定
疾
病
の
う
ち

の
ど
れ
か
と
診
断
さ
れ
た
方
）

《
申
請
の
方
法
》

◎

申
請
書
に
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
第
２
号
被

保
険
者
は
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
も
必
要
）

を
添
え
て
市
の
介
護
保
険
担
当
課
や
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
保
険
事
務
所
に
申
請
し

ま
す
。
申
請
書
は
各
窓
口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

◎

申
請
は
本
人
や
家
族
の
ほ
か
、
指
定
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
、
介
護
保
険
施
設
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

《
要
介
護
認
定
》

◎

認
定
調
査
（
心
身
の
状
態
や
日
常
の
生
活
能

力
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
）
の
結
果
と
主
治

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
は

「
申
請
」
を
し
て
要
介
護
認
定
を
受
け
ま
し
ょ
う

医
意
見
書
を
も
と
に
保
健
、
医
療
、
福
祉
の

専
門
家
が
審
査
し
ま
す
。

◎

審
査
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
「
非
該
当
」「
要

支
援
１
、２
」「
要
介
護
１
～
５
」
に
認
定
さ

れ
ま
す
。
認
定
さ
れ
た
方
に
は
認
定
結
果
通

知
と
介
護
保
険
被
保
険
者
証
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定

の
有
効
期
間
は
最
長
で
２
年
間
で
す
。

◎

申
請
か
ら
認
定
ま
で
は
約
１
か
月
か
か
り
ま

す
。
予
定
が
大
幅
に
遅
れ
る
場
合
は
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

《
認
定
の
更
新
》

◎

す
で
に
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

に
は
認
定
有
効
期
間
終
了
の
60
日
前
に
、
更

新
申
請
の
手
続
き
の
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
続
け
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

方
は
、
更
新
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
添
え
て
各
窓
口

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《問合せ》介護保険事務所 認定審査班 ☎ 0187-86-3912
　　　　仙北市長寿支援課 ☎ 43-2281　仙北市包括支援センター ☎ 43-2283

OSHIRASE NAVIお知らせ

善意ありがとうございます
６月受付分、敬称略

【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
◆よねや商事株式会社
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8/ １ 土

●仙北市公民大学陶芸学科第7回学生作品展（角館樺細工伝承館 9：30 ～ 16：00） P10

●かくのだて絵灯籠夏まつり（立町ポケットパーク 18：00 ～ 21：00） P19

●夏の交通安全運動　10日まで  P21

●第4回農村で楽しむ仙北は♡あーと展（市内農家民宿 10：00 ～16：00） 7/16･P15

●おはなし会「うさぎのみみ」（総合情報センター 10：00 ～ 11：00）

２ 日

●仙北市公民大学陶芸学科第7回学生作品展（角館樺細工伝承館 9：30 ～ 16：00） P10

●第4回農村で楽しむ仙北は♡あーと展（市内農家民宿 10：00 ～16：00） 7/16･P15

●「カタクリの郷」川遊び体験（かたくり館前特設会場 10：00 ～ 12：00） 7/16･P19

●仙北市長杯争奪野球選手権大会 7/1･P32

３ 月

●橋りょう点検に伴う交通規制 9 月末まで（田沢湖・西木地区 8：30 ～ 16：30） P6

●仙北市公民大学陶芸学科第7回学生作品展（角館樺細工伝承館 9：30 ～ 16：00） P10

●第3回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00 ～ 12：00） 7/16･P20

●就学や教育に関する相談会（角館交流センター 10：00 ～ 15：00） 7/1･P31

４ 火
●第3回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00 ～ 12：00） 7/16･P20

●さわやか教室（角館交流センター 10：00 ～ 11：30） 7/1･P18

５ 水

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 13：00 ～ 16：00） P15

●こころの相談（角館交流センター） P15

●ライフサポート講座（田沢湖総合開発センター 10：00 ～ 11：00） 7/16･P8

●第3回パソコンセミナー（総合情報センター 9：00 ～ 12：00） 7/16･P20

６ 木

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） P11

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～ 16：00） P20

●家庭的保育者基礎研修（西木総合開発センター） 7/1･P26

●若返り教室（田沢湖健康増進センター 10：00 ～ 11：30） 6/1･P15

７ 金
●仙北市戦没者追悼式（角館交流センター 10：00 ～） P6

●夏のそば打ち体験教室（神代就業改善センター 10：00 ～ 13：00） 7/16･P8

●ワークショップ「切り絵を作ってみよう」（平福記念美術館 9：30 ～ 12：00） 7/1･P22

８ 土
●2015「夏祭りin愛仙」（愛仙事業所前 17：30 ～ 20：00） P19

●「カタクリの郷」夏祭り（かたくり館前特設会場 13：30 ～） P19

９ 日
●平成27年度秋田県総合防災訓練 （8：30 ～ 15：00） P4-5

●夏休み特別上映会（総合情報センター 13：30 ～） 7/16･P19

●飾山囃子の実演（角館樺細工伝承館 10：00・11：00）

１０ 月
●さわやか教室（田沢湖健康増進センター 10：00 ～ 11：30） 7/1･P18

●宮城県女川小学校との交流会（田沢湖キャンプ場 13：00 ～ 17：00） 7/1･P32

１１ 火
●ラジコン教室（田沢湖生保内四十程グラウンド 9：30 ～ 11：30） P10

●基礎から学ぶ「おもてなしの英会話」（田沢湖総合開発センター18：00～19：00） 6/16･P16

●パッチワーク教室（桧木内地区公民館 10：00 ～ 15：00） 6/1･P16

１２ 水 ●うきうき広場（さくラッコ 10：30 ～ 11：30） P13

１３ 木

１４ 金

１５ 土
●第1回田沢湖駅前広場夏まつり（JR田沢湖駅前広場 13：00 ～ 20：00） P19

●仙北市成人式（仙北市民会館 14：00 ～） 7/1･P14

１６ 日
●第4回「角館の灯籠流し」（角館桜並木駐車場 18：30 ～） 7/16･P21

●飾山囃子の実演（角館樺細工伝承館 10：00・11：00）

１７ 月
●第3回戸沢サミットin仙北（温泉ゆぽぽ 16：00 ～） 7/16･P14

●第19回戸沢氏祭（桧木内川河川公園 14：00 ～）

１８ 火

１９ 水

●えくぼの会（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） P15

●こころの相談（田沢湖健康増進センター） P15

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（神代出張所 13：00 ～ 16：00） P20

●行政相談所開設日（神代出張所 13：00 ～ 16：00） P20

２０ 木

●手作り教室（田沢湖図書館 10：00 ～） P11

●わくわく広場（さくラッコ 10：30 ～ 11：30） P13

●第45回生保内節盆踊り大会（市役所田沢湖庁舎前駐車場 17：30 ～ 21：00） P16

●行政相談所開設日（角館交流センター 13：00 ～ 16：00） P20

●家庭的保育者基礎研修（西木総合開発センター） 7/1･P26

●若返り教室（田沢湖健康増進センター 10：00 ～ 11：30） 6/1･P15
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地域の話題

秋田県総合防災訓練

市役所からのお知らせ

仙北市景観計画と景観条例が制定
されました。

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

図書館情報局

子育てインフォメーション

保健・健康の掲示板

情報ひろば

まちづくり日記／ 20歳になった
ら国民年金

おしらせナビ／介護保険事務所
からのお知らせ

戸籍の窓口から／カレンダー・目次

広告

つ ぶ や き

広報担当者の

SR　ダムの役割を学習し、児童
同士の交流を目的に行われる玉
川ダム交流会。今年は市内外か
ら小学 4 年生の児童が約 250人
集まりました。例年『非常に暑
い！』イメージのあるこのイベ
ント。天候に恵まれ、今年も暑
い！ただ、ダムの堤体内は気温
約8℃。半袖では寒すぎです。こ
の夏の暑さ対策に、寒さ対策を
万全にしてダム堤体内の見学な
どいかがでしょうか。
　
TK　ダムなどの渇水がニュース
になるなど今年は空梅雨による
水不足が問題に。その分天候に
は恵まれて取材に出られるかと
思いきや、ここ最近私が取材に
行く日はなぜか決まって雨。こ
の時季の雨男ぶりは今年も健在
のようで…。うれしいような悲
しいような何とも言えない複雑
な気持ちを抱えながら取材に向
かう日々を送っています。

MT　暑い毎日が続きます…と
思ったら時折大雨が降ったり。
夏場は体調にも災害にも気をつ
けなければなりませんね。取材
で田沢湖を通ったりすると、子
供たちが泳いでいたり、家族連
れがバーベキューをしていたり、
微笑ましい光景が見られました。
短い夏の風物詩ですが、今月は
帰省客でさらに賑わいを見せて
もらいたいです。

堀川菜
な の は

乃葉　（義貴・生保内字下滝沢）

長橋樹
い っ た

汰　　（大輔・生保内字武蔵野）

高橋悠
は る ま

真　　（章典・生保内字男坂）

富木陽
ひ な た

太　　（祐樹・小松字羽根ケ台）

伊藤百
も も か

花　　（伸彰・下川原）

仙波遼
りょう

　　  （紘幸・川原羽黒堂）

後藤楓
ふ う が

芽　　（真直・雲然荒屋敷）

雲雀詩
し の

野　　（明徳・薗田別当村）

大牧心
こ こ あ

愛　　（茜・桧木内字小滝）

田村新
あらた

　　   （誠・桧木内字小滝）

國安泰
た い ち

地　　（健太・小山田字石川原）

大屋敷朝
あさ

　　（俊威・卒田字白籏）

おたんじょうおめでとう　…氏名（保護者・住所）

高田マサ子（94 歳・田沢字春山）

田口スケ　 （97 歳・生保内字堂ノ前）

髙橋春一　 （62 歳・生保内字黒沢野）

鈴木芳子　 （90 歳・生保内字上清水）

中村隆司　 （78 歳・生保内字武蔵野）

神成トキ子（83 歳・生保内字武蔵野）

酒田瑞枝　 （95 歳・生保内字武蔵野）

畠山貞子　  （79 歳・生保内字街道ノ上）

髙田セツ　 （87 歳・生保内字沼田）

三浦カヨ　 （67 歳・潟字大沢）

藤川宏　　 （63 歳・角館東前郷字中関）

浅利信市　 （77 歳・神代字戸伏野）

森元養一　 （67 歳・神代字堂ノ西）

髙橋繁治　 （87 歳・梅沢字森腰）

髙橋幸　　 （85 歳・梅沢字森腰）

船山ハナ子（80 歳・卒田字上真崎野）

草彅榮一　 （90 歳・卒田字上真崎野）

加藤奈緒子（48 歳・中菅沢）

髙橋ミヱ　 （100 歳・岩瀬下タ野）

黒澤代子　 （84 歳・表町上丁）

菅原ヤヱ子（85 歳・雲然下町屋）

髙橋茂機　 （73 歳・白岩前郷）

下田リウ　 （86 歳・白岩前郷）

藤元善治　 （97 歳・広久内下中川原前田）

鈴木チヤ　 （81 歳・上桧木内字浦子内）

門脇喜幸　  （89 歳・上桧木内字鷲ケ台）

佐々木欣也（89 歳・桧木内字吉田）

田丸忠次郎 （85 歳・桧木内字畑中）

辻鉃雄　　 （89 歳・桧木内字松葉）

門脇ミツノ （98 歳・門屋字大野関）

千葉重興　 （86 歳・門屋字東田）

中村喜四郎（79 歳・小渕野字小渕野）

おくやみもうしあげます　…氏名（年齢・住所）

（5月届出分）

  戸籍の

 窓口から
―6月届出分・敬称略―

  人口　    28,317 人           （－ 19）
     男　       13,191 人             （－  12）

     女　       15,126 人             （－    7）
   世帯　      10,787 世帯         （+     2）

人の動き
（平成27年7月1日現在）　               前月比

出生 死亡 転出転入

12人 33 人 41 人 39 人

土・日・祝日、8月13日（木）～17日（月）
11：00～15：00（受付終了14：30）
大人1,728円　小学生864円
幼児（3歳以上6歳未満）540円

8月1日（土）、2日（日）
18：30 ～ 20：30
大人 4,900円　子ども（小学生）2,500円
会場：花葉館中庭特設会場

8月1日（土）月例大会　会員限定（500円）
8月9日（日）納涼大会　オープン参加（1,000円）
昼食350円でご用意します。（要事前申込）

花葉館
 角館町西長野古米沢30-19　☎ 55-5888　※不定休
 【日帰り入浴】5：00 ～ 7：30、9：00 ～ 22：00（受付終了21：30）

レストラン「かたくり」ではビールに
ピッタリのおいしいスタミナ料理をご
用意しています！
お得な飲み放題コースもご利用ください♪

お盆はご家族揃ってクリオンのおいしい料理で楽しみましょう！
オードブル8,000円～（刺身付・無）
そのほか握り寿司、一品料理も承ります♪

仙北市民入浴無料！ご家族みんなでぜひご利
用ください！※仙北市民であることを証明で
きるものを必ずお持ちください。

西木温泉クリオン
 西木町門屋字屋敷田83-2　☎ 47-2010
 6：00 ～ 21：00（館内各施設で営業時間が異なります。）
 ※ 8月27日（木）はメンテナンスのため、休館

米蔵2階
8 月15日（土）～ 21日（金）
天然素材にこだわり、軽い着心地とシ
ンプルなデザインが特徴の洋服たち。
お気に入りの一着を見つけてみませんか？

西宮家
 角館町田町上丁11-1　☎ 52-2438
 10：00 ～ 17：00（年中無休）　※8月13日（木）は15：00閉館

田沢湖ハーブガーデン「ハートハーブ」
 田沢湖田沢字潟前78　☎ 43-2424
 10：00 ～ 16：00　（土・日・祝日　9：00 ～ 17：00）

東風の湯
 田沢湖生保内字武蔵野111　☎ 43-2133
   7：00 ～ 21：00（受付終了 20：00）　
 ※ 8月13日（木）は 7：00～ 17：00（受付終了 16：00）

※写真はイメージです。表記の価格は全て税込価格です。

夏限定
体験教室

 毎日受付中！

8月の定休日
　5日（水）、19日（水）
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